



















































































































































































































































































































































































































































































































































めていくか ― 学校臨床心理学の新たな課題 ―』ナカニシヤ出版，2007
年，15ページ）が見失われてしまいかねない危険性をはらんでいるとい
うことなのであった．
（注３）たとえば，サン＝テグジュペリ著（河野万里子訳）『星の王子さま』
新潮文庫，2006年の中にある，王子さまがキツネと出会った場面（21）
皇學館大学教育学部研究報告集 第７号
― 32 ―
（98－109ページ）での王子さまとキツネとの対話はこの②で記したこと
に対する傍証となりうると思われる．（なお，この『星の王子さま』の
日本語訳書には他に内藤濯訳（岩波書店，1962年刊）等がある．）また，
ポール・ムニエ著（藤野邦夫訳『「星の王子さま」が教えてくれたこと』
（ランダムハウス講談社，2007年）の「21 キツネとの出会い」につい
ての解説内容は人と人との関係の成り立ちを哲学的視点から深く掘り下
げてあり，大いに示唆に富む．
（注４）本論文の最初に記した文献（１）からの引用部分は筆者自身の体験か
らもよく理解できたところである．
（注５）この点についても（注３）で記したことはよくあてはまると思われる．
（注６）赤ちゃんの，特に母親との情動的なつながりの学習（形成）について
は，たとえば，文献(22）：ダニフ・マウラ／チャールズ・マウラ著（吉
田利子訳）『赤ちゃんには世界がどう見えるか』草思社，1992年，270－
296ページ，には多方面からの例があげられ詳細に解説されている．ま
た，本書は題名が『赤ちゃんには世界がどう見えるか』と付けられてい
る通り，「赤ちゃんの視点」（p.10），「赤ちゃんの立場になってみると」
（p.12）という本文の言葉と「訳者あとがき」（307－309ページ）からも
知られるように，内容全体が終始赤ちゃんの側からとらえられていて，
教えられるところが大変多い．
障害のある子どもの教育･発達支援に携わる人々に求められる「向き合う姿勢」についての一考察
― 33 ―
